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V341a CTA大口径望遠鏡初号機搭載読み出し回路の開発
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宇宙線の起源や粒子加速機構の解明などを目指し、Cherenkov Telescope Array（CTA）という超高エネルギー
ガンマ線天文台の開発が国際協力で進められている。CTA計画は、北半球・南半球の両サイトに約 100 台の大中
小の望遠鏡を建設し、20 GeVから 100 TeV以上のガンマ線を従来の 10 倍高い感度で全天観測を行う。日本のグ
ループは、主に大口径望遠鏡の設計に大きく関わっている。CTAを構成する望遠鏡は、ガンマ線空気シャワーか
らのチェレンコフ光を測定する。夜光に埋もれたチェレンコフ光量を精度よく測定をするために、GHzの非常に
高速で光電子増倍管の波形をサンプリングする読み出し回路基板を我々は開発してきた。そして今年度より大型
望遠鏡初号機の建設が始まる。初号機に使用される回路基板は 200 枚を超える。望遠鏡の性能を担保するために
は基板の全てが要求性能を満たしていることを確認する必要がある。我々は読み出し回路に搭載されたテストパ
ルス生成機能を用いた、回路基板単体での全数受け入れ試験を行っている。ここではゲインやノイズレベルの評
価に加え、部品の不具合やはんだ不良などの初期不良品の検知を目的としている。本講演では受け入れ試験の結
果と進捗状況を中心に報告する。


